出会い系サイトの恐怖…
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　しずかちゃんは地元から離れたA大学に通っている
女子大生でした。
親から離れて初めての一人暮らしでしたが、しずか
ちゃんは寂しくありませんでした。
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しずかちゃんには同じ大学に通う太郎君という彼氏がいまし

た。それはそれは仲がよく、周りから羨ましがられるようなカップルでした。しずかちゃんは太郎君がいつもそばにいてくれたおかげで、とても楽しい大学生活の日々を送っていました。離れていても、毎日毎晩メールや電話をしていたおかげで、しずかちゃんは寂しくありませんでした。
しかし、あるとき、些細なことがきっかけでけんかになり、しずかちゃんは太郎君から「別れてくれないか」と言われてしまいました。
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しずかちゃんは太郎君からふられてしまい、悲しみのあまり毎晩泣き続けて、元気がまったくありませんでした。

太郎君がそばからいなくなってしまったことで、しずかちゃんは　　

寂しくて寂しくて仕方ありませんでした。毎日鳴っていた携帯も
パタリと鳴らなくなってしまいました。

ある日、友達の花子ちゃんがたくさんメールしていることが羨ましくて、
〈しずか〉「誰とメールしているの？彼氏？」と聞きました。
〈はなこ〉「ううん。違うよ。メル友だよ♪」
〈しずか〉「メル友？？？？？」

しずかちゃんは、メル友という言葉に興味をもち、花子ちゃんに詳しく聞いてみました。

〈はなこ〉「メル友は簡単に作れるんだよ♪携帯で、このサイトを開いてみるといいんだよ♪赤外線で送るね！」

〈しずか〉「ありがとう！」

（www.○△●□▼.com）

しずかちゃんは早速、花子ちゃんからもらったサイトを開いてしまいました…

『友達を作ろう☆』
〈しずか〉「ここにメッセージを載せたらいいって、はなこちゃん言ってたなぁ～。載せてみよっと♪」
（しずか18歳☆　最近、彼氏にふられてしまって、寂しい日々を送っています。誰
かメル友になってくれませんか？？？写メがあると嬉しいな＾＾★）

〈しずか〉「よし！登録してみよっと♪」
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すると登録後すぐに、メールの着信音が鳴り始めました。

〈しずか〉「わぁすごい♪いっぱい来た～。」
（新着メール１２件）
『たけし33歳　初めまして☆俺も彼女いなくて寂しいんだ…↓メールから仲良くしませんか？（写メ付）。』
〈しずか〉「33歳!?おじさんじゃん！違う人のも見てみよっと…」

『スネ夫26歳　こんばんわ！ぼくとメールしてみない？（写メ付）。』
〈しずか〉「自分のことをぼくって言ってる…こういう人はやだなぁ…次！」

『出木杉18歳　初めまして。しずかさんとぜひメールがしてみたいです。もしよろしければお願いいたします。(写メ付)』

〈しずか〉「ずいぶん真面目そうな人だなぁ…。この人とメールしても、面白くなさそうだな…。」

『のび太 20歳　こんばんわ♪俺も最近彼女に振られちゃって、しずかちゃんの気持ちがよくわかるよ～。しずかちゃんが良かったらでいいんだけど、メールしてみたいなっ♪(写メ付)』

〈しずか〉「この人も最近別れたのかぁ～。この人なら話し合いそうだな。顔も悪くないし、メールしてみよっと！」

(のび太さん、返事ありがとう♪メル友になってくれますか？)

すぐに返事が届きました。
(ありがとう！こちらこそよろしくね!!　早速だけど、自己紹介しよっか♪しずかち
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ゃんのことをもっと知りたいしさ☆)

しずかちゃんはのび太くんとのメールがだんだん
楽しくなり、毎日メールするようになりました。
そして、いつも楽しいメールを送ってくれるのび
太くんに、しずかちゃんはだんだん惹かれていき
ました…。
メールをし始めてから二週間後、いつものようにのび太くんからメールが届きまし
た。
(ねぇ、今度会ってみない？)

のび太くんに惹かれ、興味をもっていたしずかちゃんは、会ってみたいと思ってし
まいました。

(私ものび太さんに会ってみたいです☆)

そして二人は実際に会う約束をしてしまいました。

(今週の日曜日、夜９時に○○駅で待ち合わせね！)

約束の日、しずかちゃんはのび太くんに会えることを楽しみにしながら、○○駅に
向かっていきました。

しずかちゃんは駅に着き、一番初めに送られてきたのび太くんの写メを頼りに、の
び太くんを探し始めました。
あたりを見渡していると、一人の男性と目が合いました。

〈のび太〉「しずかちゃんですか？」
〈しずか〉「は、はい！はじめまして！」

〈のび太〉「ははは(笑)はじめましてだね♪とりあえずどっか行こうか☆」

〈しずか〉「はい！」

しずかちゃんは何の疑いもなく、のび太くんについて行きました。

二人は車に乗り、ドライブをし始めました。

〈しずか〉「どこにいくの？」

〈のび太〉「いいところだよ♪」
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二人が乗った車は、どんどん山の中へ入っていきました。

しずかちゃんはだんだん怖くなってきて、帰りたくなりました。
〈しずか〉「ねぇ、もう帰ろうよ･･･」

〈のび太〉「･･･。」

〈しずか〉「のび太さん･･･････････････？」

（キキィィィィィィ！！！）

突然車が止まり、しずかちゃんは驚いてのび太くんの方を見ました。

〈しずか〉「どうしたの!?」

しずかちゃんがのび太くんの様子の異変に気づいたときには、もうすでにのび太く
んの手にはロープが･･･

出会い系サイトは、どんな人がいるかわかりません。
どんな危険がひそんでいるかわかりません。
メールならいくらでも嘘をつくことができます。
いくらでも、違う人間をつくることができます。
どこの誰だかわからないような人を信じることは危険です。
出会い系サイトをすることは、自殺行為かもしれませんよ･･･。
それでもあなたは出会い系サイトをしますか…？
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